
        地区委員ってなに?       

１． 地区委員とは 

PTA の組織の一つです。正式名称は「地区生活指導委員」と言います。 

各地区から１～２名選出、計 10 名前後で活動しています。 

 

２． 地区委員の目的 

     地区の代表として学校・地域と連携を取り、子どもたちの登下校の安全を守ることが目的です。 

 

３． 主な活動内容 

(1)定例会への参加 

運営委員会※・地区委員定例会:年 8 回程度、土曜日開催、午前中に 2 時間程度 

(2)プロジェクト毎の活動 

危険地区パトロール、次年度委員選出、旗振り当番表作成、ビブス・旗管理等 

 
 ●2025 年度からプロジェクトごとに担当を分け活動しています。すべてに参加する必要はありません。 

 ●働きながらでも無理なく活動できるように、また今後の担い手確保のために、活動内容の見直しを都度行っています。 

※運営委員会 

校⾧、副校⾧、教務主任、PTA 本部、学年委員の代表、地区委員（全員）が参加し、学校の運営状況の共有、課題を話し合う会。

学校運営の最新情報をいち早く知ることができます。運営委員会もすべてに参加必須ということではありません。 

運営委員会後、地区委員定例会を行っています。 

 

４． 地区委員のメリット 

 子どもの学校生活をより深く理解できる 

 先生や学年関係なく他の保護者とのつながりができる 

 学校運営への意見を伝える場を持てる 

 地域との連携が深まる 



＜Ｑ＆Ａ＞よくある質問 

 

Ｑ．平日は仕事が休めない私でも、活動できる? 

Ａ．はい。定例会は土曜日開催です。 

また、地区委員はチームで活動しています。 

平日忙しい人は可能な人におまかせし代わりにできるタスクを担ってください。 

2025 年度からはプロジェクト別に担当を分けて活動していますので、すべてに必ず参加する必要はありません。 

他の PTA（本部役員、学年委員）と比べて平日登校が少ないのも地区委員の特徴です。 

（平日登校回数は担当プロジェクトによって多少の違いあり） 

 

Ｑ．旗振り当番ができない人の代わりに、地区委員が旗振りをする? 

Ａ．いいえ。地区委員は代替要員ではないので、その必要はありません。 

当日、当番に立てなかった人には、地区委員から別日へ振替をご案内します。 

 

Ｑ．「危険地区パトロール」って何? 

Ａ．年に 1 回、担当地区内の通学路に危険な箇所はないかパトロールしています。 

白線が薄くなったり、工事で見通しが悪くなった箇所など、改善要望をまとめて教育委員会に提出します。 

 

＜体験談＞ 

やってよかったこと 

 学校に行く機会が増えて、いろいろな先生と面識ができた。以来、学校で先生に会うと子どもの様子を 

報告してくれるし、私も先生に子どもの心配ごとを相談しやすくなった。 

 活動で登校した日は、教室をのぞいたり、子どもが休み時間に遊ぶ様子をチラ見している。 

 ママ友、パパ友ができた! PTA に参加する人は、ふわっとした人、真面目な人、社交的な人、キャラクターは 

さまざまだけど、接しやすい人が多い印象。 

 

なぜ、地区委員に? 

 登下校の安全対策を保護者ができる限り担うことで先生の負担を減らして、学校が子どもにとってより快適な場所

になればいいなと思った。 

 


